
学校番号 １０３ 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理（理） 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 改訂 物理」（第一学習社） 

副教材等 「セミナー物理基礎＋物理」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常生活の中では様々な物理的な自然現象が起こっています。それらの現象は一見、複雑に見

えますが、観察や実験を行うことにより単純な原理や法則が導き出されて説明することができま

す。授業では身の回りで起こる現象を題材にして、２年次の物理基礎で学んだ内容を深めるとと

もに、より高度な物理の原理や法則の理解と科学的な見方や考え方を養います。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活の中で見られる、物体の運動をはじめとする様々な物理現象とエネルギーについて科学的

に探究するために必要な資質・能力を獲得することをめざし、以下を目標とする。 

・物理学と日常生活や社会との関連についての重要性に気づき、物理現象とエネルギーについて関心

を持つ。 

・物理学の概念や原理・法則を理解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに

関する技能と態度を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然現象（物理分野）

に興味関心を持ち、

意欲的に探求しよう

とする態度を身につ

けている。 

物理現象の中に課題

を見出し、科学的論

理的に思考し、判断

しており、導き出し

た自らの考えを的確

にわかりやすく伝え

る工夫をしている。 

器具の基本操作を習

得するとともに、数

値を適切に読み取り

記録整理する技能を

身につけている。 

物理の基本的な概

念・法則を正しく理

解できており、その

後の学習の中で応

用できている。 

評
価
方
法 

授業に取り組む姿勢 

実験に対する参加意

欲や態度 

問題演習 

授業内での発表 

実験レポートの考察 

問題演習 

定期考査の結果 

実験での視察 

実験レポートの表や

グラフなどの記録 

授業での発問に対

する答え 

問題演習 

定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

=
学
期 

 

運
動
@
A
B
C
D
E 

運動の表し方 ○    a: 運動とエネルギーについて

物理基礎で学んだ内容と関

連させながら理解しようと

している。 

b: 円運動と単振動の関係につ

いて気付いている。 

c: 衝突に関する実験から、運動

量が保存されていることを

確認できる。 

d: ケプラーの法則と円運動か

ら、万有引力の法則を導出で

きる。 

学習状況 

実験レポート 

問題演習 

小テスト 

定期考査 

運動の法則 ○   ○ 

仕事と力学的エネルギー ○   ○ 

運動量の保存  ○ ○  

円運動と単振動  ○  ○ 

気
体
j
性
質
@
分
子
j
運
動 

熱と物質 ○  ○  a: 気体の状態変化に関心を持

っている。 

b: 気体の圧力は、気体分子から

の力が原因であることに気

付いている。 

c: 熱力学の第一法則を実験に

より確認できる。 

d: ｐ-V図から、仕事量・吸熱量

を導出できる。 

学習状況 

実験レポート 

問題演習 

小テスト 

定期考査 

気体のエネルギーと状態変化  ○  ○ 

t
学
期 

波
動 

 

波の性質 ○   ○ a: 音や光にかかわる現象に興

味を持っている。 

b: ドップラー効果の式を導出

できる。 

c: 回折格子を用いた光の干渉

実験から、格子定数を求める

ことができる。 

d: 屈折をもちいて、レンズの性

質を説明することができる。 

学習状況 

実験レポート 

問題演習 

小テスト 

定期考査 

音波  ○  ○ 

光波  ○ ○  

電
気
@
磁
気 

電場と電位 ○    a: 電気や磁気に関する現象に

関心を持っている。 

b: 変圧について、相互誘導を使

って説明できる。 

c: 電場や磁場を観察する方法

を考えることができる。 

d: 電流や磁場について説明す

ることができる。 

学習状況 

実験レポート 

問題演習 

小テスト 

定期考査 
電流  ○  ○ 

電流と磁場   ○  



電磁誘導と交流  ○  ○ 

�
学
期 

原
子 

電子と光 ○  ○  a: 原子や素粒子の性質につい

て関心を持っている。 

b: 原子核の構成から、素粒子の

存在について、定性的に説明

できる。 

c: 実験により、電子の比電荷を

求めることができる。 

D :放射線の種類やそれぞれの

性質について説明できる。 

学習状況 

実験レポート 

問題演習 

小テスト 

定期考査 

光の粒子性と波動性 ○    

原子と原子核  ○  ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能    d:知識・理解 
 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 
 

 


